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六
月
一
三
日
の
夜
、
ア
ス
ン
シ
ョ
ン
か
ら
シ
ュ
ウ
ダ

デ
ル

エ
ス
テ
市
に
バ

ス
で
到
着
し
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
十
四
日
、
朝
早
く
、
南
北

米
の
育
苗
所
を
管
理
す
る
ベ
ニ
グ
ノ
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
、
彼
が
渉
外
を

し
て
く
れ
て
い
た
ミ
ン
ガ
グ
ア
ス
市
の
市
長
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
市
は
エ

ス
テ
市
か
ら
二
十
五
ｋ
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
所
に
あ
り
、
十
万
の
人
口
で
学
校
は
九

十
近
く
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
、
第
十
回
の
青
年
奉
仕
隊
は
ミ
ン
ガ
グ
ア

ス
市
に
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
長
は
三
十
八
歳
で
若
く
、
献
身
的
な
方
で
今
回
の
日
本
か
ら
来
る
青
年

奉
仕
隊
に
は
全
面
的
に
応
援
し
、
準
備
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
植
林
を
す
る
学
校
に
も
一
緒
に
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
学
校
長
に
も
紹
介

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
学
校
は
日
本
の
援
助
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、

学
校
長
も
大
歓
迎
の
様
子
で
し
た
。
（
学
校
前
で
写
真
、
上
記
）

市
長
と
は
今
回
の
青
年
奉
仕
隊
の
件
だ
け
で
な
く
、
今
回
の
私
の
パ
ラ
グ

ア
イ
訪
問
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
来
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
森
の
再
生

に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ア
イ
は
国
土
の
九
十
七
％
が
私
有
地
で
公
的
な
場
所
へ
の
森
の
再
生

は
簡
単
に
土
地
が
見
つ
か
ら
ず
、
一
か
所
に
森
林
を
再
生
す
る
よ
り
、
植
林
で

今
一
番
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
川
岸
に
樹
を
植
え
て
川
に
土
石
が
流
れ
る

の
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
と
の
市
長
か
ら
川
岸
の
植
林
を
お
願
い
し
た
い
と
の
要

請
を
受
け
ま
し
た
。
川
は
長
く
多
く
の
植
林
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

植
林
の
要
請
の
書
類
を
作
り
、
市
が
日
本
の
地
球
の
緑
を
守
る
会
と
パ
ラ
グ

ア
イ
の
南
北
米
財
団
に
六
月
中
に
作
成
し
、
送
付
す
る
と
市
長
が
約
束
し
て
く

れ
ま
し
た
。
植
林
を
す
る
場
所
の
地
図
も
入
れ
、
具
体
的
な
要
請
書
を
作
成
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
市
長
に
会
っ
た

後
、
市
会
議
員
に
も
そ
の
趣
旨
を
説
明

し
て
来
ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ア
イ
の
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
た
め
、
エ
ス
テ
市
の
ベ
ニ

グ
ノ
氏
が
管
理
し
て
い
る
南
北
米
財
団

の
育
苗
所
の
土
地
の
購
入
も
日
本
の
会

員
の
支
援
で
今
日
済
ま
せ
ま
し
た
。
土

地
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
（
十
六

ｍ×

三
十
二
ｍ
）
十
分
、
２
万
本
の
苗

木
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

今
年
の
青
年
奉
仕
隊
の
時
、
必
要
な

五
０
０
０
本
は
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

（
柴
沼
記
）

ミンガグアス市 市長、環境担当官、学校長とともに （６月１４日、植樹活動をする学校校舎前にて）



柴
沼
南
北
米
開
発
協
会
事
務
局
長
は
五
月
十
八
日
か
ら
六
月
十
八

日
ま
で
八
月
二
五
日
か
ら
出
発
す
る
第
十
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊

に
先
駆
け
、
青
年
奉
仕
隊
の
活
動
が
十
分
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
準
備
の
た
め
に
現
地
を
訪
問
し
て
関
係
者
に
会

い
、
計
画
を
話
し
合
っ
て
来
ま
し
た
。

始
め
に
パ
ラ
グ
ア
イ
国
、
チ
ャ
コ
地
方
の
ボ
リ
ビ
ア
の
国
境
に
近

い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
村
、
（
下
の
写
真
、
カ
ト
レ
セ

マ
ジ
ョ
村
、

村
民
百
五
十
名
）
を
訪
問
し
、
学
校
の
副
校
長
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

マ
ジ
ョ
村
で
は
五
年
前
に
南
北
米
財
団
の
支
援
で
建
て
ら
れ
た
小

学
校
の
校
庭
の
植
樹
と
五
年
が
経
ち
、
は
げ
て
来
た
学
校
の
外
壁
と

教
室
内
の
壁
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
マ
ジ
ョ

村
と
隣
り
の
バ
イ
ア
ネ
グ
ロ
市
に
新
た
な
道
路
が
七
月
に
出
来
る
事

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
道
路
に
沿
っ
て
樹
を
植
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
マ
ジ
ョ
村
で
の
奉
仕
の
後
、
隣
り
の
バ
イ
ア
ネ
グ
ロ
市
（
人

口
千
名
）
市
長
に
会
い
、
バ
イ
ア
ネ
グ
ロ
市
で
の
活
動
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

市
長
は
彼
の
市
の
範
囲
に
あ
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
、
デ
ィ
ア
ナ
村
、

マ
ジ
ョ
村
で
の
南
北
米
の
活
動
を
見
て
、
と
て
も
感
銘
し
て
お
り
、

第
十
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
の
市
へ
の
訪
問
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。
バ
イ
ア
ネ
グ
ロ
市
で
は
市
の
中
学
校
の
校
庭
と
市
庁
舎
の
裏

の
敷
地
へ
の
植
樹
、
そ
し
て
上
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
市
か
ら
デ
ィ

ア
ナ
村
、
マ
ジ
ョ
村
へ
通
ず
る
新
し
い
道
路
へ
の
植
樹
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
コ
地
方
に
加
え
昨
年
か
ら
行
っ
た
東
部
、
シ
ュ
ー
ダ
デ
ル
エ

ス
テ
市
の
隣
り
に
あ
る
ミ
ン
ダ

グ
ア
ス
市
（
人
口
十
万
人
）
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
市
は
昨
年
、
協
力
し
て
く
れ
た
ベ
ニ
グ
ノ
氏
の
故

郷
で
、
す
で
に
彼
が
市
長
と
議
会
に
働
き
か
け
て
く
れ
て
い
た
お
陰

で
ロ
メ
ロ
市
長
が
歓
迎
し
て
く
れ
、
環
境
担
当
の
ホ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
女

史
と
と
も
に
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
市
は
九
十
の
学
校
が
あ
り
、
青

年
奉
仕
隊
が
行
く
日
に
市
の
学
校
の
学
生
と
と
も
に
植
林
活
動
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ベ
ニ
グ
ノ
氏
が
エ
ス
テ
市
に
拓
い
た
南
北
米

財
団
の
育
苗
所
の
責
任
者
で
市
で
行
う
時
に
必
要
な
苗
木
、
五
千
本

を
八
月
の
終
わ
り
ま
で
に
、
育
苗
所
で
育
て
て
く
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

ロ
メ
ロ
市
長
と
は
青
年
奉
仕
隊
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
来
年
に
は

十
万
本
の
植
林
を
行
う
こ
と
も
計
画
し
て
行
く
こ
と
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

（
柴
沼
報
告
）

バイアネグロ市長と柴沼事務局長

青年奉仕隊が植樹を行う
メイン道路に立つ市長



ア
メ
リ
カ
在
住
の
神
山
会
長
が
八
カ
月
ぶ
り
、
レ
ダ

に
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
レ
ダ
で
働
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

メ
ン
バ
ー
を
指
導
し
、
ま
た
今
後
の
レ
ダ
開
発
の
方
向

性
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
特
に
最
近
、

レ
ダ
に
赴
任
し
た
三
人
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
に

期
待
し
、
指
導
を
し
て
行
か
れ
ま
し
た
。

五
カ
月
前
に
到
着
し
た
古
市
君
、
そ
し
て
五
月
に
到

着
し
た
ア
メ
リ
カ
在
住
の
武
藤
君
、
日
本
か
ら
の
平
野

君
が
こ
れ
か
ら
大
き
な
働
き
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

古
市
君
は
既
に
六
カ
月
近
く
に
な
り
、
現
地
の
イ
ン

デ
ィ
ヒ
ナ
の
労
働
者
と
も
若
さ
ゆ
え
に
自
然
と
交
流
が

進
み
、
ス
ペ
イ
ン
語
も
忙
し
い
農
場
で
の
仕
事
の
合
間

に
、
覚
え
、
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
交
流
が
進
ん
で

い
ま
す
。

現
地
、
活
動
の
責
任
者
で
あ
る
中
田
先
生
は
青
年
達

は
吸
収
が
早
く
、
ま
た
意
欲
も
体
力
も
あ
る
の
で
今
後

の
レ
ダ
開
発
の
中
核
に
な
っ
て
欲
し
い
と
期
待
を
語
っ

て

お

り

ま
し
た
。

下

記

の

写

真

は

神

山

会

長

が

古

市

君

に

植

林

し

た

樹

の

剪

定

の

仕

方

を

教

え

て

い

る

と

こ

ろ

で

す
。

最
近
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
希
少
動
物
保
護
の
団
体
の
専
門

家
が
レ
ダ
を
訪
れ
、
レ
ダ
に
は
テ
ィ
グ
レ
（
タ
イ
ガ
ー
）

を
始
め
と
す
る
希
少
な
動
物
が
多
数
、
生
息
す
る
と
の
こ

と
で
、
今
後
の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い

と
の
事
で
し
た
。

ま
た
、
支
流
を
中
心
と
す
る
レ
ダ
の
景
観
は
パ
ラ
グ
ア

イ
の
ど
の
地
方
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
素
晴
ら
し
い

環
境
で
あ
り
、
ま
た
レ
ダ
で
現
在
あ
る
設
備
も
誰
が
来
て

も
十
分
、
満
足
す
る
と
の
評
価
で
し
た
。

神
山
会
長
は
レ
ダ
の
中
で
今
ま
で
三
年
を
超
え
る
長
い

間
、
建
設
が
中
断
し
て
い
た
三
階
建
の
建
物
を
特
別
な
Ｖ

Ｉ
Ｐ
を
招
待
す
る
こ
と
の
で
き
る
基
準
に
し
、
多
く
の
国

の
指
導
者
が
レ
ダ
を
訪
問
し
、
神
様
の
創
造
さ
れ
た
自
然

と
と
も
に
共
生
で
き
る
道
を
拓
く
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
し

た
い
と
左
記
の
よ
う
な
完
成
図
を
元
に
建
設
の
再
開
を
指

示
さ
れ
ま
し
た
。

神
山
会
長
レ
ダ
訪
問

左から平野君、古市君、武藤君

上
記
の
写
真
は
伊
達
農
業

担
当
員
が
武
藤
君
と
農
場

で
活
動
中
、

左
記
の
写
真
は
農
業
の
成

功
に
欠
か
せ
な
い
豊
か
な

堆
肥
作
り
を
挑
戦
中

一階は台所、食堂、食品保管所、そしてスタッフの会議、事

務所、二階はゲストルームでツインの部屋が四部屋、家族用
ルーム（ベット数四つ、応接セット付き）が二部屋、三階は

ツインの部屋三つと家族ルームが二部屋にもっとも経過の良
い場所にサロンを作ります。
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発

協
会
会
員
の
募
集

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
パ
ン
タ
ナ

ー
ル
地
域
へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動
を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、

そ
の
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー

等
の
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

」

第10回国際協力青年奉仕隊支援のお願い
支援はお金だけでなく、未使用の切手、はがき印紙でも
支援の大きな助けになります。
事務局の口座か事務局へ
今年はマヨ村とバイアネグロ市そして植樹活動と学校の修
復をする計画です。

何
故
、
今
、
地
球
に
樹
を
植
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
？

三
回
講
座
シ
リ
ー
ズ

特
別
集
会
案
内
（
地
球
の
緑
を
守
る
会
）

環
境
セ
ミ
ナ
ー
講
義

（第
一
講
座
）〕

《
環
境
問
題
の
歴
史
と
現
状
》

★
国
内
：

一
九
六
〇
年
代

「公
害
の
時
代
」

一
九
七
〇
年
代

「公
害
か
ら
自
然
破
壊
へ
」

一
九
八
〇
年
代

「温
暖
化
登
場
」

一
九
九
〇
年
代

「リ
サ
イ
ク
ル
法
登
場
」

二
〇
〇
〇
年
代

「健
康
問
題
と
温
暖
化
」

★
世
界
：

一
九
六
二
年
「
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の

『沈
黙
の
春
』出
版
」
一
九
七
二
年

「ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
報
告
書《

成
長
の
限
界
》」

一
九
八
二
年
「地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト

（リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）」

一
九
九
七
年
「京
都
会
議
（第
三
回
地
球

温
暖
化
防
止
条
約
締
約
国
会
議
）」

〔
第
二
講
座
〕

《環
境
問
題
を
解
く

キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
》

★
「地
球
温
暖
化
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
」

★
「多
様
性
の
劣
化
と
種
の
絶
滅
」

★
「CO

2

削
減
と

カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

★
「Ｃ
Ｏ
₂排
出
権
取
引
」な
ど

場
所
：

溝
の
口
、
大
山
会
館

日
時
：

七
月
十
一
日

午
後
二
―
四
時

参
加
費
：
千
円
（
資
料
代
含
む
）

八
月

九
月

「申
し
込
み
は
事
務
局
に
」

第１２回ピースライフセミナーへの招待
風薫る春の息吹に包まれる季節を迎えました。いかがお過ごしでしょうか。
世界に向かうべき私達自身あるいは私達の家庭がどのような方向性、理念を持って様々な
課題を克服していくべきか、直面している問題だと思います。

私達は今こそ、「価値ある生き方」「真実な生き方」を深く知って行動できるようにした
いものです。

第１２回ピースライフセミナーで「自分の人生」「世界の問題」「世界の環境問題」を見
つめなおしてみませんか。

新しい自分を発見し、希望ある未来を実現したいと願われる皆様のピースライフセミナー
へのご参加を心からお待ちしております。

☆開催日時 平成22年7月24日（土）～25日（日）

☆開催場所 川崎市民プラザ2Fセミナールーム 詳しくは事務局に連絡ください

インディヒナ村と庭のチバトの花


